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配点 120点
な

数 学 問 題

はじめにこれを読みなさい。

L 試験場内では， に従うこと。

?
i
 

始めるよう合図があるまで，

3．この問題冊子は 12ページある。た

数に含まない。また，

4.解答用紙に印刷されている

開かないこと。

ない白紙はページ

る。

と ること。

5. 監督者の指示に従い，解答用紙の所定の欄に氏名を記入すること。

6. 問題〔I〕の解答は，解答用紙の所定の欄に，下のマークシート記入例の良

い例のようにマークすること。解答欄 1行につき 2つ以上マークしないこ

と。 2つ以上マークした場合は，その解答は無効となる。

〔H〕，〔III〕は，解答用紙の所定の欄に解答すること。

7.解答は， またはシャープペンシル（いずれもHB・黒）

ること。

8. 訂正する場合は，消しゴムできれいに消し，消しくずを解答用紙に残さな

いこと。

9. 解答用紙は，絶対に汚したり折り曲げたりしないこと。

10. 問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離さないこ

と。

11.解答用紙は持ち帰らず，必ず提出すること。

12. 問題冊子は必ず持ち帰ること。

13. または不正行為と疑われる行為に対しては，厳正に対処する。

14.試験時間は90分である。

ークシート記入例）

良い例 I悪い例
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〔I〕 次のアからフにあてはまる 0から 9までの数字を解答用紙の所定の

欄にマークせよ。［三三］ ［三三］［こ三］［三三］は2桁の数，

巳三］は3桁の数である。なお，分数は既約分数にすること。

(1) a=  cos -';-1r十isin之T とおく。ただし，iは虚数単位である。
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(2) la告xsinxcosx血＝圧］ T

(3) 12log3 ex 

心 ＝三

ただし， logxはxの自然対数を表し， eは自然対数の底とする。
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(4) aを実数の定数とし，

f(x) =叶＋4x+ a, g(x) =企＋ 3丑— 3x -3a + 5 

とおく。

(a) g(x)を加）で割ったときの余りがx+5となるのはa＝［口［こ］の

ときである。このとき， mについての2

f(x)g(x) ~ 0, f(x) + g(x) = 1 

は共通の実数解 x＝ー［ここ］をもっ。

(b) Xについての2つの方程式

f(x)g(x) = 0, f(x) + g(x) = 1 

が共通の実数解をもつような aの個数は［こロニ］個であり，そのよう

なaのうち最大のものは［こここ］である。
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(5) 1個のさいころを3回投げる。 1回目， 2回目， 3回目に出る目をそれ

ぞれa1,a2, a3とし，f(x)=丑 -a1x+ a2とおく。

(a) 関数f(x)の最小値が1となる確率は日：である。

(b) 2次方程式f(x)= 0 る2つの実数解をもつ確率は王

である。

(c) 2 f(x) = 0が異なる 2つの整数解をもつ確率は日

る。

(d) a3が2次方程式f（叫＝ 0 とな 三…。
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〔II〕 次の口こ］と口こ］にあてはまる数と，にこ］から□三］に
あてはまる式を求め，最終結果のみを解答用紙の所定の欄に記入せよ。

△ABCにおいて AB=3, AC= 2とする。辺BC上の点 0を中心とする

円Sが，辺ABと辺ACのそれぞれと，頂点A,B, Cとは異なる点で接し

ているとする。円 Sと辺ABの接点を Pとし， x= sin乙OABとおく。

(1) 間にこ］瓦□ 応である。
(2) BCをxの式で表すと BC＝［口こ］である。

(3) OPをxの式で表すと OP＝［ここコである。

(4) Xのとりうる値の範囲は［ロロ］である。

(5) OPのとりうる値の範囲は［こここ］である。
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〔III〕 次のロロから にあてはまるもの ど）を求め，

終結果のみを解答用紙の所定の欄に記入せよ。

8 
f(x) ＝丑＋10x+17+ —とし，座標平面上の曲線y=f位）を C とする。

X 

(1) 関数f(x)が極値をとるような xの値をすべて求め，小さい順に並べる

と［三コである。そのうち，関数f(x)が極小値をとるようなxの値を

すべて求め，小さい順に並べると I < Iである。

(2) 曲線Cのただひとつの変曲点を Pとし，点Pにおける曲線C

fとする。接線£の方程式を求めるとy=I け Iである。

曲線Cのうち，不等式x>Oが表す領域に含まれる c十とする。

(3) 点Qが曲線C十上を動くとき，点Qと (2)で定めた直線£

小値を求めると［こここ］である。

(4) 原点を通る直線が曲線C十と とき，その接点のx座標

にである。
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